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2020 年 7 月 21 日 
 

経済レポート 
 

コロナ禍で落ち込んだ日本の輸出を牽引する中国向け輸出 
 

今後持ち直す公算が高いが、下振れリスクも控える 
 

調査部 研究員 丸山 健太 
 

○ 新型コロナウイルス感染症の世界的な流行に直面し、世界各国では流行拡大を抑えるための対

策が採られ、経済活動が停滞している。各国で需要が急減していることから、日本の輸出も足元

で大きく減少している。その中で、中国向け輸出はすでに回復の兆しがみられる。日本の輸出全

体において重要な位置を占める中国向け輸出が今後も順調に回復していくかが、今後の日本の

輸出全体の動向を左右するだろう。 
 
○ 日本の中国向け輸出は、a. 中間財が多く、b. その最終的な行き先の多くが先進国である、とい

う特徴がある。そこで本稿では、中国向け輸出の先行きを、最終財を中心とした①中国の内需向

けと、中間財を中心とした②先進国向けとに分けて考察する。 
 

○ ①中国の内需向けの輸出は、新型コロナウイルスの感染拡大の抑制に、他国に先駆けて成功し

つつある中国の国内需要が持ち直すのに歩調を合わせ、回復に向かうだろう。 
 

○ 中国を経由した②先進国向けの輸出は、中国から先進国に向けた輸出の急減に伴い低迷が続

いている。しかしながら、足元では先進各国で、感染拡大抑制に配慮しつつ経済活動を再開する

動きが出てきており、中国から先進国への輸出も回復の兆しがみられる。これに対応し、日本か

らの中国を経由した先進国向けの輸出も増加に転じることが期待される。 
 

○ 日本の中国向け輸出は今後、①、②ともに持ち直していくと見込まれる。ただし、今後の新型コロ

ナウイルスの感染状況の推移によっては、いずれも再び落ち込む可能性がある。中国での感染

第二波が下振れリスクであることはもちろん、グローバル・バリューチェーンが世界全体に張り巡

らされている現在、先進国での感染爆発もまた下振れリスクとして注視する必要がある。 
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１． 日本の輸出を牽引する中国向け輸出 
 

新型コロナウイルス感染症が世界的に流行している。世界各国で流行の拡大を抑え込むべく

外出制限などの対策が採られ、その副作用で経済活動が停滞している。各国での需要急減に伴

い、日本の輸出も足元で大きく減少している（図１）。 

 

その中で中国向け輸出は、一時的に減少したものの、すでに回復の兆しがみられる。図表２

の通り、中国向け輸出は 2019 年の日本の輸出において、19.1％と大きなウエイトを占めてい

ることから、今後中国向け輸出がこのまま増加を続けるか否かが、日本の輸出全体の動向を左

右するだろう。 

 

図表１． 実質輸出の推移（全世界向け、うち中国向け） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表２． 日本の輸出相手国のシェア（2019年） 
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２． 中国向け輸出の構造 
 

日本から中国に向けた輸出に着目すると、a. 中間財が多いこと、b. そのうち、一部のもの

の最終的な行き先が先進国であることが特徴として浮かび上がる。 

 

図表３をみると、中国向け輸出は、米国向け、EU向けと比較して中間財（加工品・部品）

の割合が高いことがわかる。中でも特に、化学の加工品、電気機械や一般機械、輸送機械の部

品が多く輸出されている。 

 

図表３． 日本から各国・地域への輸出の生産段階別シェア（2018 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに図表４から、2015年に日本で付加価値が生み出され、中国に輸入されたもののうち

13.8％は、最終的に欧米をはじめとした先進国で需要されている。日本から中国に輸出された

中間財が、中国国内で最終財へと加工され、最終的に欧米などの先進国へ輸出されているので

ある。 
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図表４． 日本で生み出された付加価値の最終的な行き先（2015年、輸入国/地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上から、中国向け輸出は資本財や消費財などの最終財を中心に中国国内で需要される①中

国の内需向けと、中間財を中心に中国国内で加工され、中国から欧米などの先進国に輸出され

る②先進国向けとに分けて考えることができる（図表５）。次節以降は、それぞれ最終需要地

別に今後の動向について考察する。 

 

図表５． 中国向け輸出の考え方 
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３． 中国向け輸出の動向 
（１）中国の内需向け 
 

中国国内で需要される財の日本からの輸出は、中国国内の景気動向に左右されるだろう。IMF

などの国際機関は、中国経済は 2020年に一旦成長率が鈍化するものの、世界全体と比べると、

落ち込みは小さく、21年には V字回復することを予想している（図表６）。 

また実際に、消費、生産、投資といった内需の動きをみても、20年序盤に大きく落ち込ん

だ後、足元にかけて順調に回復している様子がみてとれる（図表７）。 

 

新型コロナウイルス感染症の震源地となった中国であるが、強権的手法により、他国に先駆

けて感染抑制に道筋をつけたことで景気の立ち上がりも早いとみられる。中国の景気回復に歩

調を合わせ、日本の中国向け輸出も、今後順調に回復していくことが見込まれる。 

 

図表６． 各機関の中国経済成長率見通し（2020年 6月予測） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表７． 中国の内需関連指標の推移 
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（２）先進国向け 
 

一方で、感染状況が深刻な先進国に向けた中国からの輸出は、1～3月にリーマンショック

以来の大幅な減少を記録しており、これに伴い日本から中国に向けた工業用原料の輸出も低迷

が続いている（図表８）。 

 

図表８． 日本の中国向け輸出（工業用原料）と、中国の先進国向け輸出の推移（四半期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、先進国では感染拡大こそ続いているものの、感染拡大の抑制と並行しつつ、徐々に

経済活動を再開する動きも出ていることから、中国から先進国に向けた輸出に回復の兆しが見

られており、日本から中国への中間財の輸出は今後回復に向かっていくことが見込まれる（図

表９） 

 

図表９．中国の先進国向け輸出の推移（月次） 
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４．おわりに 
 

日本の中国向け輸出は今後、①中国の内需向け、②先進国向けともに持ち直していくことが

見込まれる。①は、感染症流行のコントロールにある程度成功したことにより、中国国内の需

要が回復するとみられること、②は、先進各国では感染症の流行が続いてはいるものの、感染

拡大抑制を意識しながら、経済活動が徐々に再開しつつあることが背景にある。 

 

ただし、今後の新型コロナウイルスの感染状況の推移によっては、①、②ともに再び落ち込

む可能性がある。中国で感染第二波が生じた場合、中国国内の需要が再度落ち込むことにより、

①中国の内需向けの輸出が下振れるだろう。さらに、先進国で感染爆発が生じ、経済活動再開

の動きが逆回転した場合、中国から先進国に向けた輸出が減少し、日本から中国経由の②先進

国向けの輸出もまた落ち込むとみられる。 

 

グローバル・バリューチェーンが世界全体に張り巡らされている現在、輸出の動向は直接の

輸出先となる国/地域内の需要のみならず、第三国/地域での需要にも大きく左右される。した

がって、輸出の先行きを考え、下振れリスクを捉えるためには、最終需要を踏まえた財の流れ

を捉え、最終的に財が需要される国/地域での景気の動向を注視する必要があるだろう。 
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